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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

株式会社 協和建装 

代表取締役 小川惠子 

 

（２）所在地 

【本社】〒213-0026 

神奈川県川崎市高津区久末 2140 番地 1 

 

      

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  坂本 琢磨 

担当者        山口 綾香 

連絡先 電話  044-863-7707  ＦＡＸ  044-863-7708 

ｅ-mail kyouwa.info@kyouwa-kensou.co.jp 

（４）事業活動の内容 

・塗装業 ・防水業 ・建築業  

【建設業許可】 許可番号 神奈川県知事 許可（特-3）第 87103 号 

許可年月日  令和 3 年 11 月 8 日 

 

（５）事業の規模  

（2021 年度） 

受注件数（件）   406 件 

売上高 (百万円)    723 百万円 

従業員数 (人)    30 人 

延床面積 (ｍ2)    208 ㎡ 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録対象組織 

本社、川崎営業所 

 

（２）認証・登録対象活動 

当社で行う全ての業務 
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３．環境管理体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 
１， 環境管理責任者の任命 

２， 経営における課題とチャンスの明確化 

３、環境方針の制定 

４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

５、環境経営システムの定期的見直しの実施 

６、社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 
１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録の作成、整理 

部門責任者 
１、 環境経営システムの方針、実施計画を自部門で 

実施、維持、継続的改善 

２、環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 
１、 環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する 

 

代表取締役社長 
小川 惠子 

   環境管理責任者 
坂本 琢磨 

工場・部門責任者 
小川 博司 

総務・部門責任者 
松原 徳子 

ＥＡ２１事務局 
山口 綾香 
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４．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社協和建装環境経営方針 

基本理念 

当社は「地球環境の保全」が重要課題であることを認識し、塗装業を通じて 

環境に配慮した事業活動を行い、次世代へ豊かな地球環境の継承に貢献します。 

環境経営方針 

１ 環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、システムの継続的

改善を図ります。 

 

２ 環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、次の活

動に取組み、環境負荷の低減に努めます。 

 

（１）電気、ガソリン等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。 

（２）分別を徹底し、廃棄物の削減とリサイクルによる資源化を推進します。 

（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。 

（４）化学物質使用量を削減します。 

（５）10 年保証塗装工事の受注件数を増やします。 

 

３ この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、環境保全意

識の向上に努めます。 

 
 
2021 年 10 月 1 日制定 

 
株式会社協和建装 

 
代表取締役社長 小川惠子 
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５．(基準年の環境負荷と)環境経営目標 

環境目標 項目 

基準年 

（実績） 

 

運用期間 

目標 

中 期 目 標 

2020 年度 

（2020 年 7

月 ～ 2021

年 6 月） 

2021 年度 

（2021 年 7

月 ～ 2022

年 6 月） 

 

 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

 

139,173 

 

137,781 136,389 134,997 

 

133,606 

①電力使

用 量 の削

減 

電力使用量 

（ 本 社 ・ 営 業

所） 

  (ｋWh) 

17,880 17,701 17,522 17,343 

 

17,164 

②ガソリン

使 用 量 の

削減 

ガソリン使用量 

（現場） 

   (L） 

53,688 53,151 52,614 52,077 

 

51,540 

③軽油使

用 量 の削

減 

軽油使用量 

（現場） 

   (L） 

2,602 2,575 2,549 2,523 

 

2,497 

２．一般廃

棄物排出

量の削減 

一般廃棄物排出

量（ｋｇ） 

779 

 

771 

 

763 755 747 

３．産業廃

棄物再資

源 化 率 の

向上 

再 資 源 化 率

（％） 

 

 

91.5 

 

92.4 

 

90 

 

91 

 

92 

４．水使用

量の削減 

 

水の使用量 

(㎥) 

 

171 

 

169 

 

167 

 

165 

 

164 

５．化学物

質使用量

の削減 

化学物質使用量

（Kg） 

 

398 

 

394 

 

390 

 

386 

 

382 

６ ． １ ０ 年

保証塗装

工 事 の受

注拡大 

 

受注件数 

   （件） 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

※電力のＣＯ２排出係数は 0.442Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用。 
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６．環境経営計画の内容 

  当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。 

 

 １．二酸化炭素排出量削減 

（１） 電力使用量の削減 

① 使用していない照明やパソコンを消すことによる電力使用量の抑制 

② 冷暖房の温度の設定管理（夏期 28℃・冬期 20℃）とエアコンの清掃 

（２） ガソリン使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 高率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

（３） 軽油使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 高率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

 

２.一般廃棄物排出量の削減 

① 廃棄物の分別の徹底 

② コピー用紙の両面印刷、裏紙使用の徹底 

 

３． 産業廃棄物再資源化率の向上 

① 廃棄物の分別の徹底 

② マニフェストによる適正管理の徹底 

 

４． 水使用量の削減 

① 節水意識の喚起 

② 水表示板の設置   

 

５. 化学物質使用量の削減 

   ① 化学物質管理の徹底 

   ② SDS 確認の徹底 

 

6. 10 年保証塗装工事の受注拡大 

① 環境に配慮した塗料のご提案 

② 10 年保証塗装工事のご提案 
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価 

 

環境活動計画 

取組結果とその評価（2021 年 7 月～2022 年 6 月） 

環境目標 
実績 

達成

区分 
環境経営計画の取組み評価 

１ ． 二 酸 化 炭 素 削 減 

ｋｇ－CO2  

 

137,781 

Kg-CO2 

 

127,258 

Kg-CO2 

 

〇 

① ～③の活動により目標達成。 

① 電力使用量の削減 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

 

17,701kWh 

 

16,999kWh 

 

〇 

エアコンの冷暖房は設定温度のシールを

貼ることによって日常的に意識づけすること

が出来た。 

② ガソリン使用量の削減 

・車両の点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 
・運転者教育の実施 

 

53,151L 

 

49,955L 

 

〇 

エコドライブの実施により削減達成出来た。 

③ 軽油使用量の削減 

・車両の点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 
・運転者教育の実施 

 

2,575L 

 

1,460L 

 

〇 

所有トラックの見直しによる売却や、相乗り

を徹底することで削減達成出来た。 

２．一般廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

・排出量の測定 

 

771 ㎏ 

 

771.4 ㎏ 

 

× 

戸建集客の為のチラシで印刷ミス等、ミック

スペーパーの廃棄が増えてしまった。 

３．産業廃棄物リサイクル率の

向上 

 ・廃棄物分別の徹底 

・マニュフェストの発行 

 

92.4％ 

 

89％ 

 

× 

工場件数増加により混合廃棄物の排出量

が増えてしまい、リサイクル率が減少してし

まった。 

４．水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

 

169 ㎥ 

 

144 ㎥ 

 

〇 

 

節水表示板の設置により目標達成。 

 

５．化学物質使用量の削減 

・化学物質管理の徹底 

・SDS 確認の徹底 

 

394 ㎏ 

 

870 ㎏ 

 

× 

 

工事件数増加により化学物質使用量が増えてし

まいました。 

6．１０年保証塗装工事の受注

拡大 

・10 年保証工事のご提案 

 

12 件 

 

26 件 

 

〇 

戸建工事部拡大により戸建の受注が増え

ました。遮熱塗料や環境に配慮した塗料の

ご提案で更なる件数増加を目指していく。 

○：目標達成、×：目標未達 
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

 

環境目標 

環境経営目標及び環境経営計画（2022 年 7 月～2023 年 6 月） 

基準値 

 

環境目標 

2％削減 

 

担当者 
次年度の取組内容 

１ 二酸化炭素排出量削減  

139,173 

kg-co2. 

 

136,389 

kg-co2 

 

山口 

電力使用量の削減 

・ガソリン、軽油使用量削減 

① 電力使用量の削減 

 

 

17,880kWh 

 

17,522kWh 

 

山口 

・エアコンの温度管理 

・電気契約を一般契約から再生エネル

ギー100％の契約へ変更（2023 年 7

月） 

② ガソリン使用量の削減 
 

53,688Ｌ 

 

52,614Ｌ 
 

山口 

・急発進、急加速、急停止をしない 

・朝礼時エコドライブの呼びかけ 

③ 軽油使用量の削減  

2,602L 

 

2,549L 

 

山口 

・急発進、急加速、急停止をしない 

・朝礼時エコドライブの呼びかけ 

２．一般廃棄物排出量の削減 

 

 

779ｋｇ 
 

763ｋｇ 

 

山口 

・排出量把握の徹底。 

・コピー用紙の裏紙使用 

・分別廃棄の徹底 

３．産業廃棄物再資源化率の

向上（89％以上） 

 

89％ 

 

90％ 

 

山口 

・マニフェストによる適正管理の徹底 

・分別廃棄の徹底 

４．水使用量の削減 

 

 

171 ㎥ 

 

167 ㎥ 

 

山口 

・節水表示板の設置 

・節水意識の喚起 

・漏水のチェック 

５．戸建住宅塗装の水性塗

料の割合を増やす 
 

30％ 

 

35％ 

 

山口 

・戸建住宅塗装において水性塗料の

受注割合を増やしていく 

 

６．10 年保証塗装工事の受

注拡大 
 

11 件 

 

13 件 

 

山口 

・環境に配慮した塗料のご提案 

・10 年保証塗装工事のご提案 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

承認 確認者 

坂本 ⼭⼝ 

 

適用環境関連 

法規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（汚泥、金属

クズ、廃プラ、廃油等）マニュフェストの交付 

〇 2022 年 

9 月 1 日 

化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質排出量の把握・管理 

 

〇 2022 年 

9 月 1 日 

容器包装リサイクル法 容器包装廃棄物の適正処理 ━ 2022 年 

9 月 1 日 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 ━ 2022 年 

9 月 1 日 

小型家電リサイクル法 使用済み小型電子機器の適正処理 

 

━ 2022 年 

9 月 1 日 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合 〇 2022 年 

9 月 1 日 

フロン排出抑制法 第一種特定製品の点検、管理 

 

〇 2022 年 

9 月 1 日 

建築基準法 石綿含有物の使用禁止、内装仕上げ材 〇 2022 年 

9 月 1 日 

消防法 少量危険物の貯蔵・取扱いの基準 〇 2022 年 

9 月 1 日 

廃ＰＣＢ特別措置法 廃ＰＣＢの保管及び適正処置 ━ 2022 年 

9 月 1 日 

                                                          ━  期間中非該当 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟は 

ありませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

2-一般廃棄物排出量削減 

自社でポスティングチラシを印刷しており、余ってしまったチラシや印刷ミス等で 

ミックスペーパーの破棄が増えてしまった事が要因である。 

対策としてネットプリントを利用し印刷ミスによる破棄が出ないようにします。 

両面印刷なので余ったチラシの再利用が出来ないので、最低限の枚数で 

まききる事を前提として発注していきます。 

 

3-産業廃棄物リサイクル率の向上 

現場数増加により混合廃棄物の排出量が増えてしまいました。 

今後は再資源化率 89％以上という目標を新たに設定し取り組んでいきたいと思います。 

 

5-化学物質使用量の削減 

現場数増加により塗料の購入量が増え、化学物質使用量の増加となった。 

次年度からは目標の見直しをはかり、住宅塗装において水性塗料の受注割合を 

増やしていこうと思います。 

 

環境経営方針、実施体制については変更の必要性無しとし、継続して活動していきます。 

弊社はエコアクション 21 の活動を大きなアピールポイントとして活かし、環境へ配慮した 

企業活動を継続してまいります。 


